
1 八戸漁業用海岸局

I事業目的

漁船の指導と海難防止を確立するため試験船、取締船、一般漁船との聞に効率的な無線通信を行なう

こと Kょに操業秩序の維持、漁場管理を適正にし、併せて漁業経営の合理化と人命財産の保全に資す

る。

E 事業内容

1・実施期間昭和46年4月-47年3月

2. 交信海域

本州海域、日本海全域、北海道海域、カムチヤツカ、ハワイ、クエーキ、アラスカ、アリユーシャ

ン、ベーリング、カナダ、オーストリヤ、オホーツク海千嶋近海、赤道以北の太平洋海域。

3 担当者

主任通信士

技師

技師

技師

4. 取扱通信種別

佐々木光男

尾崎義陸

自時利悦

日下部恒雄

(1) 漁業指導監督通信

A サク、マス漁場位置漁獲報告通信(水産庁関係)

B サンマ調整通信句く産庁関係)

C イカ、サパ調整通信旬t産庁関係)

D オットセイ監視通信(水産庁関係)

E キワダ規制通信(水産庁関係)

F 日韓共同水域位置報告通信(水産庁関係)

G フグ網位置報告通信(水産庁関係)

H 漁海況水温報告通信 (71<産庁、県)

I 北部海域(146度以来)位置報告通信(海保関係)

J 南方海域出漁船位霞報告通信(海保関係)

K R点海域出漁船位置報告通信(海保関係J
L 170度以東位置報告通信(海保関係)

M 北海道カニ規制報告通信(北海道庁)

N 気象観測報告通信(気象庁)

0 航行警告、周知通信

(2)気象通信

(3) 保安通信

(4) 遭難、緊急、安全通信

(5) 漁況放送

(6) 非常無線通信(A 1 4630 K H Z) 

(7) 漁業通信

(8) 内航通信

(9) 公象無線通信

5. 通信方法

(1) 無線電信、電話Kよる送信、受信
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(2) 気象、漁海況のテレシクム送信、受信

(3) 遭難波 27.524 K H Z専用受信

(4) 2 4時間違続勤務

E 事業結果

第 1表管内船舶局数

λ子三f電 イ言 電

昭和 46. 3. 31 現在 4 9隻

昭和 47. 3. 31 現在 5 6隻

前 年 度 上ヒ 114労

第 2表 管内船舶局無線従事者選任状況

年コ子jT 3 級 電

昭和 46. 3. 31 現在 5 7人

昭和 47. 3. 31 現在 6 3人

前 年度 上じ 1 1 0 % 

第 3表 管内舶舶局無線従事者選解任件数

よ~ 選 任 解

昭和 46. 3. 31 現在 4 8 1件

昭和 47. 3. 31 現在 5 1 2件

前 年 度 比 106労

話 準 力日 入 ム日 言十

5 5 4隻 A 1 1 3 

A 3 1 0 6 2 6隻

551隻 A 1 2 1 

A 3 5 9 6 8 7隻

A 1 1 6 1係

99%  1 0 9 % 
A3590%  

話 級 特 技 計

3 7 3人 甲 8 9人
レーダー

557人
3 8人

352人 甲 3 8人
レダ

4 8 1人
2 8人

9 4係 4 2 % 
可b

86%  
7 3 

任 備 備

463件

5 8 8件

126係
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4. 取扱通信実績

よ命ff通 数 時 間 一 日平均
(件 数) 分 通 数(件)

漁業通信

送 7， 150 19. 5 

戸ム乙乙、 信 10R. 341 296. 8 

計 115， 487 93. 821 316. 3 

気象通信 2. 300 11. 563 6. 3 

漁況放送 365 5. 135 1 0 

指導監督

調整局知
31， 405 27. 851 86.0 

事故通信 64 3， 137 O. 17 

計 34， 134 47. 826 93. 4 

内航通信

送 475 

戸J九Z 3，955 

言十 4， 430 6， 809 12. 1 

公象通信

発 4， 635 

着 2.185 

言十 7， 820 13. 344 21. 4 

総、 言十 161，871 161 800 443. 2 

前年度計 150， 349 157. 699 142 

前年度比 107 % 102 % 107係

5 講習訓練等実施状況

( 1) 非常無線通信訓練実施

使用周波数 A 1 

実施期日

4630 KHZ  

A S 4 6. D 1 3 0900-1600 

B S 4 6. 5 1 4 0900-1600 

C S 4 6. 7. 1300-2100 

D S 4 6 1 2 1300-2100 

E S 4 6. 7. 2 9 0900-1600 

F S 4 6 7. 3 0 0900-1600 

(2) 電話級無線通信士養成講習

期 日 S 4 7. 1. 6 ~ S 4 7. 3 3 まで

会場八戸市鮫flir魚市場厚生会舘
希望者 8 9名

受講者 6 5名

受検者 5 8名

合格者 5 4名
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一 日平均
時 間(分)

備 考

、与

257 

31. 9 

14.0 

76. 3 

8. 59 

130. 7 

18. 6 

36. 5 

442. 8 

432 

102係



(3) 実務講習会

期 日 S 4 7. 3. 1 8 

場所 漁連研修所

内容 新免許受有者 54名対象講習

(4) 気象講習会

期 日 S 4 7. 2. 2 5 

場所 第 2魚市場ホーJレ

対象者 船頭、通信土 約 8 0名

6. 参観状況

期 日 参 観 者 人数 目 的

S 46. 6. 3 相馬局長、組合長他 1 0 施設運用視察

6.25 郵政省周波数課係長 3 周波数使用状況視察

7. 2 東北電波監理局長他 2 業務視察

7. 12 県水産課長他 6 施設業務調査

7. 5 JRC技師長工場長他 6 施設調査

8.28-31 電通大宮坂助教他 1 0 実験調査

9. 28 福島県水産課長補佐盤城市水産課長他 6 施設違用調査

11. 29 東北電通局委託業務係長他 3 公象電報運用調査

S 47. 2. 4 水高通信科生徒 3 8 施設運用見学

3. 1 電話級受講生 5 8 遥用実習

3. 4 郵政省総務課長東北電監総務部長他 4 業務視察

百事業の成果及び今後の謀題

1. 今後の課題

(1) 県職員不足(総員 15名中県職員が、 4名のため公務員法の適用による海岸局運営が不可能)

(2) 海岸局周波数が附近民家のテレビ受像K防害を与えて電波公害となっているので早急に移転を要す。
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